
「先天性 CMV 感染診断サービス」のご案内 

• 厚生労働省「母子感染の実態把握及び検査・治療に関する研究班」では、先天性 CMV 感染症の中央

検査体制と患者レジストリシステムの構築を目指して、先天性 CMV 感染症の診断サービスを開始しま

した。 

• 先天性 CMV 感染症診断には、生後 3 週以内の患者検体（尿など）を用いて、ウイルスの存在を証明す

ることが必須であります。現在、多くの施設で、PCR 法による CMV-DNA 検出を、自施設もしくは外注で

行っています。一方、CMV-DNA 検出法は健康保険適応がないために、患者もしくは施設に費用負担が

あるのみならず、容易に検査ができないために、診断に至らない患者が多数存在することが問題となっ

ています。 

• そこで、「先天性CMV感染診断サービス： http://square.umin.ac.jp/ped/cmvtoxo.html 」としてウェブベ

ースの依頼で尿中 CMV-DNA 検査を行い、依頼主治医に結果報告するシステムを立ち上げました。こ

のサービスは、医療機関（開業医を含む）であれば誰でも申し込むことができ、費用負担はありません。

皆様ぜひご活用ください。 
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